
◎ 武者人形とお雛様。 
玄関に飾った５段飾りのお雛様の横に「江戸甲冑」

と銘の入った武者人形も今、玄関に飾っています。これ

は、６年生の男の子が家にある武者人形のことを思い

出して持って来てくれました。 

武者人形は５月５日まで 

飾るものですが、今回は 

お借りしたものですので 

３月６日（月）にお雛様を 

しまう時に一緒に箱に収め 

ようと思います。 

せっかくの機会ですので 

お雛様、武者人形を見ても 

らおうと思い、子どもたちに呼びかけています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 日に日に日暮れが遅くなっていました。と思っていると「1月はいく、２月はにげる、３月はさる」という言葉

通り、２月が逃げるように過ぎ去っていきました。その２月は授業参観を行うことができました。入場制限人数を

設けませんでしたが、地域を限定させてもらったことで特に混雑することもなかったことは、皆様のご協力に感

謝しております。ご来校いただき、ありがとうございました。 

先日の２月末には「春一番」が吹き、１日の日が少しずつ長くなってきました。１６日の卒業式の頃には春を感

じられるようになりそうです。♪♬ 春よ、来い。早く来い。♪ 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
学校教育目標   自ら考え 心豊かで 自立する子どもの育成 
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（児童数 27７名） 

◎ ２日は、六年生を送る会。 

３，４校時（１０:５０～１２:２５）に体育館で

行います。全校児童を一斉に体育館に入れて、と考

えましたが、コロナだけでなくインフルエンザが

流行ってはいけないと判断し、主人公の６年生と

司会などを行う５年生が体育館に入ります。そし

て、来年度、準備や進行を務める４年生も入って、

今年の５年生の姿をしっかりと見てもらいます。

こうして伝統を引き継いでいってもらおうと思い

ます。 

１～３年生は自分たちの出番の時は体育館に来

ますが、あとは教室のテレビで体育館の様子を見

る、つまりオンライン参加となります。 

どのような会になるのか、当日が楽しみです。 

また、６年間、登下校を見守ってくださった地域

の「見守り隊」の方々をお招きしております。 

（この会の様子はまた次号でお知らせします。） 

◎ ６年生の短歌が全国の特選に 
                赤とんぼ 夏から秋を連れてきた 

                   真っ赤な羽に 秋風のせて 

                     

情景が思い浮かぶ 素敵な短歌 

です。職員室の入り口に毛筆で書 

いたこの歌を貼りだしています。 

 

 

 

 

ら本校にいただいたオリジナル作品「いぬとネコ」を中

心として、絵本のとびらに描かれた作品などを展示して

おります。 

このコーナーは本校職員の 

河野・永田先生が主となって 

作成してくださいました。 

◎ 令和４年度の卒業式。 

３月１６日（木）は卒業証書授与式です。来賓の方はＰＴＡ会長のみとしています。しかし、保護者の方の入

場制限は行いません。また、式が終わってから、各クラスの方での学級指導をご覧になることもできます。教育

委員会の方針で、子ども達、職員はマスクを外して参列できるようにもなりました。（場面によっては付けるこ

とがありますが） ただ、保護者の方々にはまだマスクを付けていただくようになります。ご了承ください。 

道路が黄色く塗られている所に車を停めると違反になるそうです。先日は保護者の方が一般車両の方から「警

察に通報する」旨を告げられていました。  車を停める場所を考えていただけないでしょうか。お願いします。 

◎ 家庭で学習をする習慣を付けましょう。 

朝の挨拶を笑顔で元気にする人が増えて、来校され

た方々から「子どもさん達、あいさつが元気でとても感

じがよいですね」と言われます。３学期になって特に褒

められることが多くて嬉しく思っています。挨拶をす

ることが習慣付いた結果だと思います。 

学習も同じで、宿題を必ずする！など、家で一日に一

度は鉛筆を持って字を書くことを習慣付けてほしいと

思います。鉛筆を持たない時は読書をする！でも。 

家庭においても学習をする習慣を是非付けていきま

しょう。 



 


